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１．研究計画の概要 
 太陽系以外の恒星系での惑星の観測例は、
いまや 400個にも上っている。しかしながら、
そのほとんどは、ドップラー法に代表される
ような間接的手法によるものであり、分かっ
ていることは惑星の軌道と質量（の下限）で
ある場合がほとんどであり、惑星自身の性質
(大気組成等)については未知のままに残さ
れている。 
 本研究では、系外惑星直接検出の実現性の
高い赤外線領域に最適化したコロナグラフ
を開発}することを目指す。具体的には、2018
年度の打上を目指して開発が進められてい
る SPICA (Space Infrared Telescope for 
Cosmology and Astrophysics)に搭載するこ
とを想定し、特に木星型の惑星の検出を目指
す。 
 この目的を達成するためには、望遠鏡の不
完全な波面を補正するための技術、望遠鏡の
回折限界のできる限りまで近くの惑星を観
測できるにする技術、赤外線という測定の難
しい波長域での高コントラストを実現する
技術、などが重要な開発課題となる。 
 
２．研究の進捗状況 
赤外線コロナグラフの実現を目指して、主に
以下の３点に取り組んだ。 
 
(1) デフォーマブルミラーシステムによる
波面補償制御実証 
ＭＥＭＳ技術を用いたデフォーマブルミラ
ーを導入し、それを既存のコロナグラフと組
み合わせ、波面補償実験を行った。その結果、
実際にスペックルノイズを軽減し、コントラ
ストを向上させることに成功した。 

 
(2) 高安定光学テスト・ベンチの実証 
すでに保有している光学テスト・ベンチに改
良を加え、高い温度安定性を達成した。 
 
(3) コロナグラフ・システムの性能評価 
上記のシステムを組み合わせたコロナグラ
フが、どのような性能を持つかを見積もり、
評価した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 赤外線コロナグラフの実現にむけ、その実
現の鍵となる基礎技術を確立することがで
きた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本年度の研究は、昨年度までに実施してきた

「デフォーマブルミラー」と「光学テスト・

ベンチ」を組み合わせて、コロナグラフ・シ

ステムとしての性能評価を赤外線領域で行

うことが目標となる。 

 

(1)波面補償アルゴリズム 

 高コントラストのコロナグラフ実現のため

には、入射波面をできる限り理想的な波面に

近づける必要がる。そのための波面補償を可

能とするために、多素子のデフォーマブルミ

ラーを導入した。すでに昨年度までの研究に

より、実際にデフォーマブルミラーを動作さ

せることに成功し、それによりコロナグラフ
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のコントラスト向上のデモンストレーショ

ンに成功した。しかしながら、そのアルゴリ

ズムが確立していない。今年度は、このアル

ゴリズムの確立を行い、効率的には面補償を

行うことを目指す。 

  

(2)コロナグラフとしての総合試験 

上記の波面補償用デフォーマブルミラーと、

昨年度までに確立してきた光学テスト・ベン

チとを組み合わせ、コロナグラフ・システム

としての性能評価を、赤外線で行うことを目

指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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